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 1研究目的
 最近,術後の血清トランスアミナーゼ($TA)の変動のみで!1且清肝炎と診瀕する傾向がある
 が,こりさい,垣二生検の裏づけはもとより,手術'侵襲,麻醗喰どの肝臓.に及ぼす影{三=N、ジ舞互す.ろ
 .必要があると考えられる。そこで看者は,これらの点をr考慮しつ＼手術侵襲前後のSτA凄,工び
 1汗トヲンスアミナーゼ(HTA)の=変動をi灸射してみた。
 互検索材料ならびに方法
 検索対象は,照和57年5月より41年2月迄秋田市中通、病院で手術した上腹部手術症例で胃
 妬65暫り,f乏1生胃劣蔓、5諒,86・g・苺,良i生li皇道テ実、患731剰お、よ10:こF・1蒋イ奥索として,虫垂切li余㌍"0伊1,1密
 液51卸働,麻酢侮5掬の計252肉である。検療方法は,1:言[ii∫後1DSTA,HT.A.の消長二》よび
 そし了)他の各樹、汗1撫叡BSP,モイレ敏,COF,TTT,3TT)オ(らびに肝蘇の組織像を検
 索し,そ闇れら・1:江亙1の関係,さらに各1鍾疾、感とか,奮1汀.1氾必至のそれに1二衿よ1ます雛菊獅てて二)いて～も検討石r
 .む1.流た⊂、STあ.の測定嫉3ig丑1a-Franke工法を用い,HTAの測定は海藤15の力法に従い.
 肝糧1,i幻†の採取は麻酔直前.及び駿壁fl月鎖肛前に3i■vεr皿&n針で採取し..た。その1部をHTA
 の繭定,マ部を,チF絽織検索に用いた。
 嵐二;寛索成著債
 t術前検査所見では,$T∫・異・卜軌1ミ良1二!強迫疾患に4哩・2%と池の胃疾患にくらべて高}試に
 みられた。ヌ』胃癌の11刊云1移・1列でもεIlA;・「ξ1常C》多いf`ll句がめつ急。これらSTA異常りう'ら半1、象以、
 .上1・ま肝1振に病白雪変化が・ひられ煮かつ瓦ことが注目さカ..牝。又術前STAの正常例では殆んどllT・1践
 に病的変化がみら・影Lカニかつた。・各種.1汗読詑でも距・1道乞(、念に高峯に障害を言1重め,肝'1灘ヒ別では昏夢こ
 .慰を・通じてBSIPの障裂離ジ11カ{多くみられ1こ0
 2・予備検索として,輸液,腰椎麻酔下の小手粥かよび全身麻酔のSTAの変動に及綻す影艦三
 {、・谷単独に検討したが,それらは殆んどフ1・,il祝できることが判明した0
 5・STAは術後.コ日1て殆,勺どの例が上昇し,異常値まで上昇するの1'よαOTでは胃癌58.4訪,
 .良・i生胃疾、患4&2%、良性胆道藻、憲75渇%て',胆道疾、馨では腎疾患に較べて,爾後異常短を・示
 ナものが多かった。(}PTでは上昇の程度はαOTより・低く,また各疾患、牙1手間で差を認めなかつ
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 4.手術侵襲の号.玉響をみるためlll疾、像群・で冷討すると,棉f紺輩⊃大なろ租,術後jEi目のs「f
 Aの上昇1.虻が高率であった。さらに,術前'綻・.う貯組1批・{象には変化はなカ・つ瓦が,この+と封・残罪輸
 /鼠≦封でも」シ・られ,胆.汁内トランスアミナー・ビ:む,1議麦1日に上昇す'ることから,STAが1雪後1
 日に上昇するのは手術侵二、芝に1よるもので今ジ,・をの場合に上昇す'るS密Aは肝肛・idヨ来のものであ
 ると溝1為しイ与アこ0
 5,HTAは術後上昇,低下と相図慣..,一定の傾向がなく,ll棺』の11TAの変動には複惟た
 要因が闘与していること力財封像された。又:・1'.rl)二1後のHTAとST∫、及びHTAと肝ノ讐謡豫のに蹟に
 も瑞影覗工み・らオLカ=かった0
 6.術後5週迄のSTAの経過を・検討しプご{1、聾県,次の4型に分類し得た。す噛なわち,1型:術
 後1週掛よび,それ以、後の活性値が正常閥に三らる011型:術後正'1縁;℃は無常と変動した活性値
 が5週目には正`、朝直を示すo皿型:術俵コ週の活性缶、は.旺常値にあろが,5週屋には異常閾に5童
 するow型:術後1週から3週までの活1生値が異常闘を示すo
 Z上記分類から術後1経過を1爽試してみろと,1,豆f豊1・よ多少の静1外1祓あるが術二後章寮遇1伎良好
 であり,斑・歓能も改善されろ。他方廻りP》工型柱合併症を・有する判があり,肝機能の悪化する例の
 多い傾向'をli.勲,うた。
 8.STAが季i孝後5週に異常吾f示す鋼(翌1,iV浬)の中から5週以後にたって1、汗炎の発生する
 可能性がある、が,この時、甥では肝組織f三セ'は.正常であり,肝炎診断のきめ手がなく,さらに経過を
 轡、察づ一る{齢モ更を1認めノこ。
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 士趣旨5一乎・術菱芭1・:;i揮)術前談STA,}1TAを測定し.`欠の結:1畏を得7こ。すなわち,9TAは術・後1
 日目1て死},んど'の・i舅が上昇し.,約半数は異常値善こまで、..ヒτII二'トづ一ろ⊂。こ蔦1よ手箭・侵襲1邸てよるもダ)で,一止
 弄するSTAl・よ肝liう1に由来す.1もものと,患われるoli究炎5遡迄のSTAの{受動の仕方を4ユ畏1て分鼻li
 できた治㍉許i手籔rまyl王?言1鉱を。示づ一1遊里フ餐;li勺雪鰯敦三皇・るカ`,労ミシはン下薄≧魚石釜並在を:とろ。襲た二罫旨毛乏5
 ,し、三目にも,翼・,・舘≧示す15,郵壷.のものでは}5週坦、後になって肝・炎発生の1〕靖巨性1が挙り,さらに経
]
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 審査結果の要旨 β
 最近転盗後肝炎が各方面の注目をあびているが,その診断決定上重視されている血清トランス'
 アミナーゼ(STA)も,肝炎以外でも変動を来たす場合が多く,その価値判断に関しては,種々
 の問題がある。著者はそれらを考慮して,腹部手術例252例を対象とし,STAならびに肝生
 検による肝トランスアミナーゼ(HTA)さらに絽織像を含めて,手術前後の肝機能の変化を追
 求し,これに対する手術ならびに輸血の影響を検討している。
 術醐食査では,STA異常は良性胆道疾患に44、2%と他の腎疾患などに較べて高率にみられ,
 これら異常者のうて)半数以上は肝臓に病的変化のみられ魚かつたことを確認したことは注目に値
 する。次に・輸液・腰麻下の小手術・かよび全身麻酔のSTA匿対する影響が問題視されている
 が,選択した症例で,そ君を各単独に検討し,それらのSTAの変動におよぼす影響を殆んど無
 視できることを明らかにした。さらに,術後て日日のSTA変動に関しては各説多様であるが,
 著者は術後1日目のSTAは殆んどの例で上昇することを明らかにしまた,輸血量の影響に関
 しては,それ¢)大なる程STAの上昇度が高率であったとしている。さらに総胆管内丁字管設置
 例での検索で胆汁内TAも術後1El目に■}二昇することから,この術後1日目の血中に増量するS
 TAは,肝由来のものであると推論しているが,ご托は有意義な成締である。次に手術後5週ま
 でのSTAの変動を検討し,4型に分類したが,その結果,5週以内に正常値に回復する1,五
 型は術後経過良好で,肝機能も改善され,ろ週日でも異常値を示す臨邸型では合併症を有ずる例
 が多く,肝機能の悪化する例も多い傾向を指摘したが,この分贋の臨床的妥当性を裏づけるもの
 として極めて価値がある。さらに,STAが術後5週に異常を示す例から5週以後に肝炎の発生
 する可能性があり,この時期で肝組織像は正常であり,肝炎診断のきめ手がなく,さらに経過を
 観察する必要があると警告している。他方,HTAに関しては,術前後の検索で肝組織像,ST
 Aとの聞に有意の相関がなく,複雑力:凱子の関与を指摘している。
 以上のように,多数手術例を対象とし,STA,むよび,HTAの診断上の価値に関して,詳
 細にわたって検索し興味ある成績を得たこと・1ち臨床診断上極めて有意義な研究であると考え
 る。
 よって・本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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